
 

 

日時：２月１５日（水）14:00～16:00 

場所：安芸総合庁舎２階大会議室 

                       

１ 議事等 

（１）地域アクションプランについて 

  １）安芸地域アクションプランの進捗状況等について 

  ・第３四半期の進捗状況等について説明 

  ２）平成29年度安芸地域アクションプラン（案）について 

・追加 1件、拡充等 4件を含めた地域アクションプラン（案）について説明 

  ・案について了承された 

 

 （２）産業振興計画の改定等について  

１）第3期産業振興計画（Ver.2）の改定のポイントについて 

     ・改定のポイントについて説明 

２）平成29年度移住促進策のバージョンアップについて 

     ・移住促進策の取り組み状況及びバージョンアップについて説明 

３）「志国高知 幕末維新博」について 

     ・志国高知 幕末維新博について説明 

 

２ 意見交換 

＜地域アクションプランについて＞  

・「日本一のナス産地拡大プロジェクト（安芸市）」の取り組み内容はどのようなもの

か。 

  → JA全農が安芸市内に整備する次世代型ハウス（４月完成予定）や環境制御技術

の導入、新規就農者の育成などと併せて、地産地消について、農業団体だけでな

く安芸商工会議所などと連携して取り組んでいきたいと考えている。 

 

＜産業振興計画の改定等について＞ 

（第3期産業振興計画（Ver.2）の改定のポイントについて） 

・林業分野における生産拡大への支援のうち、特に CLT 建築に対する国、県の支援内

容はどのようなものか。 

 → CLT建築については、高知県は建築推進協議会を発足させるなど全国に先駆けて

取り組んでおり、北川村や馬路村でも建築計画が進んでいる。 

国からの補助金は、全国で均等に割り振られているものではなく、また県内で

の配分調整の必要もあり、全てが希望に沿うことにならない場合もあるが、構想

があれば相談いただきたい。 

 

・遊漁・体験漁業の振興について、シラスが獲れる様子を見たいという要望があり、

モニターツアーも開催しているが、この取り組みも該当するか。 

 → 該当する。遊漁と観光を連携させた取り組みを県内で進めていきたいと考えて

いる。 

 

・観光振興について中長期的なビジョンを掲げて取り組んでいくことが必要と考えて

いる。幕末維新博終了後の先の戦略を教えてほしい。 

→ 平成24年度から歴史、食、自然、体験を組み合わせた「リョーマの休日」と冠
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した観光キャンペーンの取り組みを進めてきており、今回の幕末維新博は、その

中でも歴史を前面に押し出したものである。 

幕末維新博の次は、何に重点を置くかということになろうかと思うが、29年度

中に一定の方向性を示していきたいと考えている。 

 

・一次産業の後継者育成を具体的な計画も示しながら大きな柱として取り組んでもら

いたい。 

 → 後継者の育成は、中長期的にも、短期的にも大きな課題であり、今後とも関係

者と連携して取り組んでいきたいと考えている。 

 

（平成29年度移住促進策のバージョンアップについて） 

 ・移住促進策における人材ニーズの集約化について、高知県福祉人材センターという

記載があるが、介護人材の情報もこの取り組みの中で扱われるのか。 

  → 福祉人材も含め、人材のマッチングの利便性を向上させたいと考えており、現

在、事業承継・人材確保センター等が保有するデータベースをうまく統合できる

か検証、検討しているところである。 

 

（志国高知 幕末維新博について） 

 ・「龍馬パスポート」の活用策などソフト面の計画を教えてほしい。 

  → 「龍馬パスポート」についてはレアスタンプの設定などを考えており、地域地

域の会場をできるだけ多くの方に周遊していただけるよう、幕末維新博終了後も

地域の取り組みとして継続できるよう工夫をしていきたいと考えている。 

また、観光ガイドの育成、多言語化対応や Wi‐Fi環境の整備など、地域の取り

組みが進むよう県としても支援していきたいと考えている。 

 

■お問い合わせ先 

 高知県産業振興推進部計画推進課（地域産業担当） 

  電 話 ０８８－８２３－９３３４ 

  ＦＡＸ ０８８－８２３－９２５５ 

  メール 120801@ken.pref.kochi.lg.jp 


